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研究成果の概要（和文）：本研究は，高次リテラシーとしての批判的読解力のアセスメントと教育プログラムの開発を
目的とする。本研究は3年計画で実施する。本研究の成果として，高次リテラシーとしての批判的読解力の測定ツール
に関する基礎資料の収集を行うことができた。また，主として大学における高次リテラシー育成の教育プログラムの開
発に関する予備的研究を進めることができた。本研究課題の成果は，アクティブラーニングなど，学習者参加型の授業
開発に関する基礎資料を提供する点で，大学教育をはじめとする教育課程に有意義な知見を提供するものであるといえ
る。

研究成果の概要（英文）：The present study, it is aimed at the development of assessment and education 
program of critical reading comprehension as a higher-order literacy. This study will be conducted in a 
three-year plan. As a result of this study, it was possible to carry out the collection of basic data on 
the measurement tool of critical reading comprehension as a higher-order literacy. In addition, it was 
possible mainly to promote the preliminary research on the development of education programs of 
higher-order literacy development in university. The results of this study challenge, such as active 
learning, in that it provides the basic data about the teaching and development of learner participation, 
it can be said that is to provide a meaningful knowledge to the curriculum, including university 
education.
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１．研究開始当初の背景 
本研究では，高次リテラシーの一機能とし

て，批判的読解(Critical reading)のアセスメ
ントと教育プロクラムの開発に注目する。そ
の理由としては，次の 3 点が挙げられる。ま
ず，1 点目は，AHELO（OECD 高等教育に
おける学習成果の評価）の評価規準の 1 つと
して批判的思考力が組み込まれていること
である。2 点目は，与えられた情報と自らの
既有知識を関連づけることによって，信念バ
イアスに影響されない判断を行うという，テ
キストからの学習(Learning from text)とい
う意味での批判的読解力の育成の重要性が
指摘されるようになっていることである。3
点目は，これらを統合するディスカッション
環境としての同期的・非同期的ディスカッシ
ョン環境を提供することができるという技
術的蓄積である。 
以上の研究の動向を踏まえて，本研究課題で
は，批判的読解力の育成プログラムの開発に
着目することを，中心的課題とした。 
 
２．研究の目的 
沖林は，若手研究 B で初年次教育における，

専門導入教育としての批判的思考教育プロ
グラムの開発(2007-2008)や，学部専門教育課
程においてインターネット環境による非同
期的ディスカッションと，対面環境による同
期的ディスカッション環境を複合させるこ
とによる，批判的読解力の育成プログラムの
開発(2009-2011)を進めてきた。また，楠見・
沖林他は科研基盤 B「批判的思考の認知的基
盤と教育実践」で批判的思考に関する認知的
基盤の解明と教育プログラムの開発を行っ
た(2006-2009)。一連の研究によって，学部教
育を通した批判的思考力の育成プログラム
開発に関する基礎資料を得ることができた。
しかし，高次リテラシーの中核的機能である
批判的読解力については，アセスメントツー
ルの開発は沖林(2005)に留まっており，十分
に一般化可能な知見は蓄積されていない。そ
こで，批判的読解力のアセスメントツールお
よび教育プログラムの開発に焦点化した研
究を着想した。 
第一に，先行研究における批判的思考の認

知的構成要素に関する基礎的研究によって
得られた知見を踏まえて高次リテラシーと
しての批判的読解のアセスメントツールの
開発を目指すことである。第二に，大学およ
び大学院教育での批判的読解力育成を目的
とした教育プログラムの開発である。 
本研究の学術的特色は，読解の認知過程，

教育実践，アセスメントを専門とする研究者
の共同プロジェクトである点である。また，
独創的な点としては，アセスメントツールと
教育プログラムの開発を同時並行的実施に
より，教育プログラム施行に対応したアセス
メントツールを開発することができること
である。本研究で予想される結果としては，
3 年間の縦断及び横断研究による，高次リテ

ラシーとしての批判的読解に関する認知モ
デル構築することと，教育プログラムを提供
できる点にあり，これまでの先行研究では明
らかにされていなかった知見を提供でき，そ
の学術的意義は大きい。 

 
３．研究の方法 
本研究は3年間の縦断・横断的研究により，

批判的読解力のアセスメントツールの開発，
および，大学における批判的読解力育成を目
的とした教育プログラムの開発を目指すも
のである。本研究は，基本的には先行研究の
知見に基づきながらも本研究のために開発
した標準ツールやデバイスを用いた開発研
究という特徴を持つ。すなわち，本研究の展
開は，教育心理学的知見に基づくアセスメン
トツールの開発という基礎的研究と，プログ
ラム・ロジックモデルに基づく教育プログラ
ムの開発と評価という実践的研究の2つの側
面により構成される。また，各年次で 2~3 大
学でプログラムを並行的に実施することに
より，ツールや教育プログラムの信頼性を高
める。 
また，本研究は，山口大学教育学部の教育

心理学コースにおける 2年時から 4年時まで
の縦断的研究と，各学年別の横断研究の 3回
の繰り返しという2つの研究を軸として展開
する。 
 

４．研究成果 
 本研究の成果として，批判的読解力の測定
ツールの開発に関わる基礎資料を得ること
ができた。また，主として大学における，批
判的思考態度ならびに批判的読解力育成の
ための教育プログラムの開発に関する予備
的研究を進めることができた。本研究の成果
は，大学等において今後より重要度が高まる
アクティブラーニングなどの教育プログラ
ムの開発に有益な知見を提供できるものと
考える。 
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